
１．教育・保育

量の見込み 確保方策 利用量 確保量（定員）

幼児教育 1,811人 2,420人 1,060 1,991人

保育 5,316人 6,054人 4,873 5,695人

（令和6年4月1日現在）

２．地域子ども・子育て支援事業

量の見込み 確保方策

利用者支援事業
（地域すくすくサポート等）

19事業(14施設) 19事業(14施設) 19事業(14施設）

　妊娠期からの相談窓口を
設置し計画通り達成でき
た。

地域子育て支援拠点事業
（地域子育て支援センター）

121,007人 121,007人 98,746人

　新型コロナウイルス感染
症の影響で計画よりも減少
しているが、回復傾向にあ
る。

妊産婦健康診査 32,034人回 32,034人回 21,141人回

　妊産婦に対して必要な健
診を実施することができ
た。

乳児家庭全戸訪問事業 1,640人 1,640人 1,281人

　見込みより乳児数は少な
かったが、訪問率は
98.7％と高い割合で実施
できた。

養育支援訪問事業 820件 820件 697件

　養育の支援が必要な方に
必要な相談・指導・助言を
行うことができた。

子育て短期支援事業
（ショートステイ、トワイライトステイ）

36人日/年 36人日/年 55人日/年

　養育困難となった家庭の
児童を一時的に実施施設で
預かることができた。

一時預かり事業
（保育所(園)における一時預かり）

10,592人回/年 10,592人回/年 6,621人回/年

利用ニーズに対して受け入
れることができた。

一時預かり事業
（幼稚園在園児）

85,588人回/年 85,588人回/年 53,105人回/年

利用ニーズに対して受け入
れることができた。

一時預かり事業
（ファミリー・サポート・センター事業）

2,447人回/年 2,447人回/年 1,920人回/年

　利用希望者に対して提供
会員とのマッチングを実施
することができた。

病児保育事業 3,899人日/年 3,899人日/年 4,621人日/年

計画を上回る確保ができ
た。

延長保育事業 2,019人 2,019人 2,161人

計画を上回る受け皿の確保
ができた。

放課後児童クラブ
（放課後児童健全育成事業）

2,895人 2,940人 3,716人

計画を上回る確保ができた
が、地域によっては依然と
して待機が発生しており、
継続して受入施設の確保が
急務となっている。

（令和6年度）

東広島市子ども・子育て支援事業計画（第2期）における
子ども・子育て支援法に基づく「量の見込み」と確保方策の達成状況

事業
計画 実績

評価事業
計画

実績

【評価】
　計画を下回ったものの、利用量を上回る定員を確保することができた。しかし、市中心部においては利
用希望が集中するとともに、一年を通して入所児童数が増加し、保育所に入れない児童が増えるなど、全
員が希望どおり入所できない状況もある。受け皿の確保に向け、継続的な取組みが必要である。

資料２


